
■特集　地域の底力

特  集

地域福祉推進プランと
災害時要援護者支援制度

地域の底力

　急速に進む少子高齢化や地域における相互扶助機能の弱

体化など、地域で安心して暮らしていくために、さまざま

な課題が浮上してきています。人間関係が希薄化すると、

毎日の暮らしや災害などのときに、誰からも助けが得られ

ず、孤立する危険性があります。そういった事態を防ぐた

め、町でもさまざまな取り組みを行っています。

　今月号では、町と町社会福祉協議会が協働で策定した「鳩

山町地域福祉推進プラン」の概要をお伝えし、それに関連

する町内での取り組み事例として、鳩山ニュータウン新自

治会の「お困りお助け隊事業」、今宿地内の「はーとんカフェ

今宿」、民生委員・児童委員などの協力を得て実施してい

る「災害時要援護者支援制度」をご紹介します。

地域福祉推進のための主要施策①

■基本目標１■　地域コミュニティ
を推進し、助け合い・支え合いの仕組
みづくりを進めます

◆地域コミュニティ拠点の整備
①福祉活動の拠点となる場の整備・充実（空
き家・空き店舗・公共施設などの活用、
旧松栄小学校を活用した福祉・健康複
合施設の検討含む）

②ニュータウンふくしプラザの充実

◆小地域福祉活動の支援・推進
①各種サロン活動（子育てサロン、ふれあ
いいきいきサロン、ニュータウンふく
しプラザ、つどいの広場など）の推進

②食のコミュニティ事業の推進
③地域での健康づくり事業の推進
④民生委員・児童委員活動と地域の福祉活
動との連携の推進

⑤福祉委員制度の普及推進
⑥地域支え合い補助事業の充実

◆地域の見守り活動の支援・推進
①地域見守り支援ネットワーク事業の推進
（児童・高齢者・障がい者などの虐待防
止、孤立死防止の取り組み含む）

②防犯活動の推進
③配食サービス事業の充実
④緊急通報システムの充実

◆災害時の支援体制の整備・推進
①災害時要援護者支援制度の推進
②福祉避難所の指定促進
③自主防災組織への支援の実施
④地区別の防災訓練の実施
⑤災害ボランティア講座の実施

◆地域福祉の担い手の育成
①福祉に対する理解・体験・実践の推進（学
校などの福祉教育、ふれあい広場事業、
子どもと障がい者とのふれあい事業、
障がい者ふれあい展示会など）

②ボランティアセンターの機能充実
③ニュータウンふくしプラザの充実（再掲）
④住民参加のプログラムづくり（音読、朗
読、手話、精神保健福祉など各種ボラ
ンティアの育成含む）

　

近
年
、
鳩
山
町
は
人
口
の
減
少
、
少
子
高

齢
化
、
核
家
族
化
、
地
域
に
お
け
る
相
互
扶

助
機
能
の
弱
ま
り
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
課
題

を
抱
え
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
課
題
を
解

決
す
べ
く
、
町
健
康
福
祉
課
は
平
成
21
年
３

月
に
「
鳩
山
町
地
域
福
祉
計
画
」
を
、
町
社

会
福
祉
協
議
会
は
平
成
23
年
３
月
に
「
鳩
山

町
社
会
福
祉
協
議
会
地
域
福
祉
活
動
計
画
」

を
策
定
し
、
町
民
や
関
係
団
体
な
ど
と
協
働

し
、地
域
福
祉
の
推
進
に
努
め
て
き
ま
し
た
。

　

今
回
、「
鳩
山
町
地
域
福
祉
計
画
」
の
改

定
時
期
を
迎
え
た
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ま
で
の

町
の
計
画
と
、
そ
の
推
進
の
一
翼
を
担
う
町

社
会
福
祉
協
議
会
の
計
画
を
一
体
的
に
作
成

鳩
山
町
地
域
福
祉
活
動
計
画
策
定
委
員
会
の

藤
山
副
委
員
長
か
ら
、「
鳩
山
町
地
域
福
祉

推
進
プ
ラ
ン（
平
成
26
年
度
～
平
成
30
年
度
）

（
案
）」
が
小
峰
町
長
と
宮
﨑
社
会
福
祉
協
議

会
長
へ
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
案
は
、
計

画
の
策
定
に
向
け
、
同
策
定
委
員
会
が
６
回

に
わ
た
る
慎
重
な
審
議
を
経
て
ま
と
め
ら
れ

た
も
の
で
す
。
こ
の
提
言
内
容
を
踏
ま
え
、

計
画
が
策
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
た
め
、
計
画
の
策
定
を
す
る
う
え
で

は
「
行
政
の
支
援
を
基
盤
と
し
て
、
町
民
参

加
と
共
助
社
会
の
実
現
に
よ
り
安
全
安
心
な

町
づ
く
り
を
推
進
す
る
」
と
い
う
視
点
を
基

本
と
し
、「
地
域
で
支
え
合
う
福
祉
の
ま
ち

づ
く
り
」
を
基
本
理
念
に
掲
げ
て
い
ま
す
。

　

３
月
20
日
に
は
、鳩
山
町
地
域
福
祉
計
画
・

　

地
域
福
祉
と
は
、
す
べ
て
の
町
民
が
互
い

に
人
権
を
尊
重
し
、
生
活
の
中
心
で
あ
る
地

域
に
お
い
て
助
け
合
い
、
誰
も
が
安
心
で
充

実
し
た
生
活
が
で
き
る
よ
う
な
地
域
社
会

を
、
み
ん
な
で
築
い
て
い
く
取
り
組
み
の
こ

と
で
す
。
地
域
の
住
民
、
福
祉
事
業
者
、
商

工
業
者
・
企
業
、
社
会
福
祉
協
議
会
、
行
政

機
関
な
ど
が
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を
果
た
し
な

が
ら
助
け
合
い
、
地
域
の
課
題
に
対
し
、
よ

り
よ
い
解
決
方
法
を
見
出
し
て
い
く
こ
と
が
、

地
域
福
祉
の
基
本
的
な
考
え
方
で
す
。

し
、
同
じ
理
念
と
目
標
を
も
っ
て
地
域
福
祉

を
推
進
し
て
い
く
た
め
「
鳩
山
町
地
域
福
祉

推
進
プ
ラ
ン
」（
以
下
、
単
に
「
計
画
」
と

い
い
ま
す
。）
を
策
定
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
す
べ
て
の
町
民
が
住
み
慣
れ
た
地

域
で
安
心
し
て
生
活
で
き
る
よ
う
な
町
に
し

て
い
く
に
は
、
各
種
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
充
実

が
必
要
で
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
町
は
法
律

な
ど
で
定
め
ら
れ
た
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
充
実

し
、
さ
ら
に
そ
れ
を
基
盤
と
し
て
、
行
政
の

福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
隙
間
を
埋
め
る
た
め
に
、

町
社
会
福
祉
協
議
会
や
地
域
の
皆
さ
ん
の
支

え
合
い
、
助
け
合
い
に
よ
る
活
動
が
必
要
に

な
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
町
民
、
町
、
社
会
福

祉
協
議
会
が
協
働
で
「
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

福
祉
の
仕
組
み
づ
く
り
」
を
推
進
し
ま
す
。

（
詳
細
は
４
㌻
参
照
）

　

計
画
で
は
、
こ
れ
ら
２
つ
の
仕
組
み
づ
く

り
を
基
本
目
標
と
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組

み
を
進
め
て
い
き
ま
す
（
計
画
の
詳
細
は
町

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま

す
）。
次
ペ
ー
ジ
か
ら
は
、
町
内
で
す
で
に

行
わ
れ
て
い
る
、
地
域
の
助
け
合
い
・
支
え

合
い
の
事
例
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

地
域
福
祉
の
推
進
に
は
、
地
域
の
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
（
住
民
同
士
の
き
ず
な
の
あ
る
地
域

づ
く
り
）が
基
本
と
な
り
ま
す
。
こ
の
た
め
、

計
画
で
は「
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
推
進
し
、

助
け
合
い
・
支
え
合
い
の
仕
組
み
づ
く
り
」

を
推
進
す
る
事
業
を
位
置
づ
け
て
い
ま
す
。

（
詳
細
は
左
欄
参
照
）

地
域
で
抱
え
る
課
題
を

解
消
す
る
た
め
の
計
画

地
域
で
支
え
合
い
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
へ

「
鳩
山
町
地
域
福
祉
推
進
プ
ラ
ン
」
を
策
定

助
け
合
い
、支
え
合
い
、

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
町
へ

地
域
福
祉
の
意
義
と
計
画

策
定
の
目
的
・
基
本
理
念

藤山副委員長 ( 中央 ) より手渡された提言
書を手にする小峰町長 ( 左 )・宮﨑社会福
祉協議会長（右） 「はーとんカフェ今宿」での風景
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■特集　地域の底力

地域福祉推進のための主要施策②

■基本目標２■　安心して暮らせる福祉
の仕組みづくりを進めます
◆ニーズの把握および情報の受信・発信の仕組
　みづくりを推進
①個別訪問事業の実施
②福祉制度に関する出前講座の実施
③住民懇談会の実施
④各種福祉団体などとのヒアリングの実施
⑤福祉関係の各種アンケート調査などの実施
⑥福祉関係の広報活動（広報はとやま、社協け
いじばん、ホームページなど）の充実

◆相談支援体制（身近な相談相手づくり）の整
　備・充実
①各種相談事業の充実
②ニュータウンふくしプラザの充実（再掲）

◆各種福祉サービスの整備・充実
　各分野の計画（※）に基づく福祉サービスの
整備・充実（空き家利用の検討、地域包括ケア
システムの検討、高齢者・障がい者の外出支援
含む）
※①鳩山町次世代育成支援行動計画、②子ど
も・子育て支援事業計画、③鳩山町ひとり親家
庭等支援計画、④鳩山町障がい者福祉計画、⑤
鳩山町高齢者福祉総合計画（鳩山町高齢者福祉
計画、鳩山町介護保険事業計画）、⑥はとやま
健康２１プラン・鳩山町食育推進計画、⑦鳩山
町災害時要援護者避難支援計画、⑧鳩山町社会
福祉協議会事業計画

◆権利擁護の仕組みづくりの整備・充実
①成年後見制度説明会および個別相談の実施
②権利擁護センター設置の検討（市民後見・法
人後見整備の検討含む）

◆町民・町・社会福祉協議会との協働の仕組み
　づくりの推進
①ボランティアセンターの機能充実（再掲）
②ふれあい広場事業の充実（再掲）
③コミュニティワーカーの育成
④大字・自治会・各種団体など（福祉施設など
　含む）との連携の推進
⑤福祉施設連絡協議会の検討（福祉施設間の各
種連携・調整）

⑥地域包括ケアシステム構築の検討
⑦社会福祉協議会組織の強化・発展
⑧福祉活動資金の確保事業（各種補助金活用、
各種募金活動の充実など）の実施

⑨地域福祉総合推進体制の整備（町・社会福祉
　協議会内の推進体制の整備を含む）

地域の　 え合い、
け合い

支
助 取り組み事例

　４～７ページでは、地域福祉に関連する町内での取り
組み事例として、鳩山ニュータウン新自治会の「お困り
お助け隊事業」、高齢者のつどいの場「はーとんカフェ
今宿」、民生委員・児童委員などの協力を得て実施して
いる「災害時要援護者支援制度」をご紹介します。

　

支
え
合
い
活
動
の
一
つ
に
、
鳩
山
ニ
ュ
ー

タ
ウ
ン
新
自
治
会
が
平
成
22
年
６
月
か
ら

行
っ
て
い
る
「
お
困
り
お
助
け
事
業
」
が
あ

り
ま
す
。
こ
の
事
業
は
、
高
齢
や
一
時
的
な

け
が
や
病
気
に
よ
り
、
日
常
生
活
で
の
身
近

な
困
り
ご
と
を
抱
え
る
人
を
、元
気
な
方（
お

助
け
隊
）
が
助
け
合
う
事
業
で
す
。

　

お
助
け
隊
が
連
携
す
る
町
や
町
社
会
福
祉

協
議
会
も
支
援
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、

そ
う
い
っ
た
支
援
が
行
き
届
か
な
い
部
分
―

簡
単
な
庭
の
手
入
れ
や
草
取
り
、
買
い
物
の

付
き
添
い
や
代
行
、
粗
大
ゴ
ミ
の
搬
出
、
電

球
の
交
換
、
犬
の
散
歩
、
除
雪
な
ど
に
対
し
、

お
助
け
隊
は
手
を
差
し
伸
べ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
事
業
は
、
平
成
25
年
12
月
か
ら
埼
玉

県
が
進
め
て
い
る
「
地
域
支
え
合
い
の
仕
組

み
推
進
事
業
」と
し
て
補
助
金
が
交
付
さ
れ
、

こ
れ
を
き
っ
か
け
に
、
６
月
か
ら
は
、
こ
れ

ま
で
鳩
山
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
新
自
治
会
会
員
の

み
で
あ
っ
た
利
用
対
象
者
を
、
鳩
山
ニ
ュ
ー

タ
ウ
ン
地
内
の
全
世
帯
へ
と
拡
大
し
ま
す
。

　

し
か
し
、
利
用
対
象
が
広
が
れ
ば
、
そ
れ

だ
け
さ
ま
ざ
ま
な
困
り
ご
と
が
出
て
き
ま

す
。
今
後
も
こ
の
活
動
が
続
き
、
誰
も
が
住

み
慣
れ
た
地
域
で
、
安
心
し
て
自
立
し
た
生

活
が
送
れ
る
よ
う
に
、
元
気
な
方
は
隊
員
と

な
っ
て
、
地
域
の
支
え
合
い
活
動
に
参
加
し

て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

曜
日
以
外
で
も
開
設
す
る
よ
う
に
な
れ
ば
い

い
で
す
し
、
も
っ
と
こ
う
い
っ
た
場
所
が
増

え
れ
ば
い
い
で
す
ね
」
と
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

の
方
は
期
待
を
込
め
て
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
地
区
や
今
宿
地

区
の
み
な
ら
ず
、
町
内
の
各
地
域
に
福
祉
活

動
な
ど
の
拠
点
と
な
る
場
の
整
備
が
求
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

　
「
お
困
り
お
助
け
事
業
」
は
、
会
員
登
録

し
た
方
は
15
分
１
０
０
円
（
会
員
以
外
は

１
５
０
円
）
か
ら
利
用
で
き
ま
す
。
助
け
合

い
の
事
業
で
は
あ
り
ま
す
が
、
有
料
で
あ
る

理
由
が
あ
り
ま
す
。
一
つ
に
は
、
無
料
で
は

頼
み
に
く
い
か
ら
で
す
。
一
度
き
り
な
ら
ま

だ
し
も
、
何
度
も
お
願
い
す
る
の
は
気
が
引

け
ま
す
し
、「
何
か
お
礼
で
も
」
と
考
え
て

し
ま
い
、
結
果
と
し
て
頼
む
の
を
や
め
て
し

ま
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
利
用
料
と
し
て
い
た

だ
く
お
金
は
、
地
域
商
品
券
「
は
ー
と
ん
商

品
券
」
と
な
っ
て
、
隊
員
に
謝
礼
と
し
て
支

給
さ
れ
ま
す
。「
は
ー
と
ん

商
品
券
」
を
使
用
で
き
る
町

内
の
登
録
店
（
平
成
26
年
４

月
１
日
現
在
20
店
舗
）
で
買

い
物
を
す
る
こ
と
で
、
地
域

に
お
金
が
回
る
と
い
う
仕
組

み
で
す
。

　

地
域
で
支
え
合
い
、
助
け
合
う
仕
組
み
を

つ
く
る
た
め
に
は
、
住
民
同
士
の
き
ず
な
が

必
要
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
は
人
々
が
集
う

こ
と
の
で
き
る
場
も
必
要
で
す
。
平
成
24
年

11
月
に
開
設
し
た
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
ふ
く
し
プ

ラ
ザ
に
続
き
、
平
成
26
年
２
月
に
は
、
今
宿

地
内
（
案
内
図
は
下
記
参
照
）
に
「
は
ー
と

ん
カ
フ
ェ
今
宿
」
が
オ
ー
プ
ン
。
開
設
し
て

い
る
毎
週
火
・
金
曜
日
、
午
前
10
時
か
ら
午

後
４
時
ま
で
、
地
域
の
方
々
が
利
用
し
て
い

ま
す
。

　
「
拠よ

り
所
づ
く
り
事
業
」「
相
談
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
活
動
事
業
」「
小
地
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
事
業
」「
認
知
症
専
門
医
に
よ
る
相
談
事

業
」
を
展
開
す
る
「
は
ー
と
ん
カ
フ
ェ
今

宿
」
は
、
高
齢
者
が
気
軽
に
立
ち
寄
れ
る

場
、
さ
ま
ざ
ま
な
相
談
の
場
、
身
近
な
高
齢

者
を
地
域
で
見
守
る
場
と
し
て
、
昔
な
が
ら

　

話
し
相
手
と
な
り
、
見
守
り
を
行
う
活
動

を
支
え
る
の
は
、
地
域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

方
々
で
す
。「
今
は
お
互
い
の
家
に
行
き
来

す
る
こ
と
は
少
な
い
た
め
、
気
軽
に
集
ま
れ

る
場
所
が
で
き
て
良
か
っ
た
で
す
。
火
・
金

の
〝
縁
側
〟
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
な
お
、

認
知
症
専
門
医
へ
相
談
を
希
望
さ
れ
る
方

は
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
（
☎
２
９
６

-

７
７
０
０
）
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

地
域
で
の
支
え
合
い
、
助
け
合
い
は
、
見

守
り
活
動
と
も
大
き
く
関
係
し
て
い
ま
す
。

町
内
で
は
孤
独
死
を
防
ぐ
た
め
の
「
鳩
山
町

地
域
見
守
り
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」（
愛
称

「
見
守
り
は
と
ネ
ッ
ト
」）
や
、
子
ど
も
た
ち

が
犯
罪
被
害
に
遭
わ
な
い
よ
う
、
地
域
が
一

体
と
な
っ
て
進
め
て
い
る
「
鳩
山
ニ
ュ
ー
タ

ウ
ン
自
治
会
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
隊
」、「
西
入

間
地
域
安
全
推
進
連
絡
協
議
会
鳩
山
支
部
」

に
よ
る
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
や
登
下
校
時
の
見

守
り
活
動
も
あ
り
ま
す
。

　

今
後
も
、
こ
う
し
た
地
域
ぐ
る
み
で
高
齢

者
や
子
ど
も
た
ち
を
見
守
り
、
犯
罪
な
ど
の

な
い
安
心
で
き
る
地
域
づ
く
り
を
推
進
し
て

い
く
こ
と
も
求
め
ら
れ
ま
す
。

　
「
こ
の
事
業
に
は
３
つ
の
メ
リ
ッ
ト
が
あ

り
ま
す
。
日
常
生
活
の
安
心
確
保
、
介
護
予

防
の
推
進
、
地
域
経
済
の
活
性
化
支
援
で

す
」
と
同
事
業
の
中
島
清き

よ
ひ
ろ大
代
表
が
語
る
よ

う
に
、
こ
の
活
動
に
は
、
地
域
の
助
け
合
い

だ
け
で
な
く
、「
地
域
を
元
気
に
す
る
」
大

き
な
可
能
性
も
秘
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

小
地
域
福
祉
活
動
の
取
り
組
み
事
例

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
拠
点
の
取
り
組
み
事
例

鳩
山
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
新
自
治
会
「
お
困
り
お
助
け
事
業
」

は
ー
と
ん
カ
フ
ェ
今
宿
（
今
宿
地
内
）

そ
の
他
の
見
守
り
活
動

６
月
か
ら
事
業
拡
大
へ

持
続
可
能
な
仕
組
み
づ
く
り

地
域
の
〝
縁
側
〟

事
業
拡
大
を
目
指
し
て

「
お
困
り
お
助
け
事
業
」
を

利
用
し
て

◆奥原 暢
の ぶ こ

子さん（楓ヶ丘在住） 声
　今年に入り夫を亡くしてし
まいました。また、これまで
お世話になっていた近隣の方
も引っ越してしまい、特に庭
木の手入れが滞っていました。

お助け隊の方々には本当にお世話になり感
謝しています。また、隊員の方からは「住
民のために」という前向きな気持ちもも
らっていますので、自分でも周りの方々に、
その気持ちを伝えていき、笑顔で助け合う
精神を広めたいとも思っています。

利用者が見守る中、庭木の手入れを行う
「お困りお助け隊」の皆さん

談話する利用者の皆さん

はーとんカフェ今宿
☎ 296-6776

 

今宿 

交差点 

至 

坂
戸 

コ
ン
ビ
ニ

衣
料
品
店

はーとんカフェ今宿 

(向かって右から 
３番目のテナント) 

至 毛呂山 

案内図 
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■特集　地域の底力
　

町
で
は
、
災
害
時
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ

ト
を
構
築
す
る
た
め
、
平
成
21
年
４
月
か
ら

『
災
害
時
要
援
護
者
支
援
制
度
』
と
し
て
、

災
害
時
に
一
人
で
避
難
で
き
な
い
方
を
対
象

に
、
災
害
時
の
安
否
確
認
や
避
難
支
援
を
行

う
制
度
を
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

こ
の
制
度
は
、高
齢
者
や
障
が
い
者
な
ど
、

一
人
で
避
難
が
で
き
な
い
方
（
災
害
時
要
援

護
者
）
の
情
報
を
、
事
前
に
町
の
災
害
時
要

援
護
者
支
援
台
帳
に
登
録
し
ま
す
。
そ
の
台

帳
を
活
用
し
、
近
隣
の
住
民
の
方
な
ど
に
よ

り
、
災
害
時
の
避
難
支
援
や
安
否
確
認
を
速

や
か
に
行
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
も

の
で
す
。
さ
ら
に
、平
常
時
に
は
「
声
か
け
」

や
「
見
守
り
活
動
」
な
ど
に
も
役
立
て
ま
す
。

平
成
26
年
１
月
末
現
在
、
災
害
時
要
援
護
者

支
援
台
帳
に
は
３
８
１
人
が
登
録
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

登
録
し
た
い
方
（
要
援
護
者
）
は
、
役
場

健
康
福
祉
課
に
備
え
付
け
て
あ
る
「
鳩
山
町

災
害
時
要
援
護
者
登
録
申
請
書
兼
外
部
提
供

同
意
書
」
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
町
に
提

出
い
た
だ
き
ま
す
。
こ
の
際
、
本
人
が
自

書
で
き
な
い
と
き
や
ご
自

身
で
判
断
で
き
な
い
と
き

は
、
家
族
な
ど
が
代
理
で

申
請
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
登
録
の
促
進
を

図
る
た
め
、
民
生
委
員
・

児
童
委
員
、
消
防
団
、
社

会
福
祉
協
議
会
、
地
域
支

援
者
な
ど
の
働
き
か
け
や

協
力
を
得
て
、
本
人
（
代

理
申
請
可
）
の
同
意
の
も

と
に
申
請
の
手
続
き
を
行

う
こ
と
も
で
き
ま
す
。
訪

問
し
た
民
生
委
員
・
児
童

委
員
に
預
け
れ
ば
登
録
で

き
ま
す
。

　

町
で
は
、
地
域
支
援
者
（
平
成
26
年
１
月

末
現
在
２
７
２
人
）
を
近
隣
の
住
民
の
方
に

依
頼
す
る
活
動
を
、
民
生
委
員
・
児
童
委
員

の
皆
さ
ん
に
ご
協
力
い
た
だ
き
進
め
て
い
ま

す
。
６
月
は
台
帳
登
録
者
を
対
象
に
個
別
訪

問
を
実
施
し
ま
す
。

　

災
害
発
生
時
に
す
ぐ
対
応
で
き
る
の
は
、

近
隣
の
住
民
の
方
で
す
。
要
援
護
者
の
近
隣

に
住
ん
で
い
る
顔
な
じ
み
の
方
が
地
域
支
援

者
と
な
り
、
民
生
委
員
・
児
童
委
員
と
協
力

し
な
が
ら
要
援
護
者
を
普
段
か
ら
見
守
り
、

災
害
時
に
支
援
を
行
う
こ
と
は
、
要
援
護
者

に
と
っ
て
は
と
て
も
心
強
い
こ
と
で
す
。
要

援
護
者
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
た
め
に
は
、

ご
近
所
に
お
住
ま
い
の
地
域
支
援
者
の
ご
協

力
は
必
要
不
可
欠
で
す
。
安
心
で
き
る
地
域

づ
く
り
に
、
ぜ
ひ
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

　

地
域
福
祉
を
推
進
す
る
に
は
、
地
域
で
支

え
合
い
、
助
け
合
う
こ
と
が
重
要
で
す
。
そ

の
た
め
に
は
、
地
域
で
支
え
合
え
る
仕
組
み

づ
く
り
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

地
域
で
支
え
合
い
、
助
け
合
う
こ
と
は
、

地
域
住
民
が
す
べ
て
を
担
う
こ
と
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
行
政
は
行
政
と
し
て
す
る
べ
き
支

援
（
各
種
福
祉
サ
ー
ビ
ス
な
ど
）
を
き
ち
ん

と
行
う
こ
と
が
基
本
で
す
。
そ
れ
を
基
盤
と

し
て
、
地
域
住
民
は
地
域
の
課
題
は
自
分
た

ち
で
解
決
す
る
と
い
う
姿
勢
を
持
ち
、
ま
ち

づ
く
り
に
自
ら
参
加
し
、地
域
で
支
え
合
い
、

助
け
合
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。そ
れ
に
よ
り
、

子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
、
す
べ
て
の
方
が

住
み
や
す
い
安
全
安
心
な
町
と
な
り
ま
す
。

　

こ
う
い
っ
た
共
助
社
会
を
実
現
す
る
た
め

に
は
、
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
＝
住
民
同
士

の
き
ず
な
の
あ
る
地
域
づ
く
り
が
重
要
で

す
。
そ
の
住
民
同
士
の
き
ず
な
づ
く
り
の
た

め
に
必
要
な
具
体
策
と
し
て
、計
画
で
は「
地

域
福
祉
推
進
の
た
め
の
主
要
施
策
（
３
、４

㌻
参
照
）」
を
上
げ
ま
し
た
。
そ
し
て
そ
れ

ら
の
取
り
組
み
の
一
部
を
特
集
で
ご
紹
介
し

ま
し
た
。

　

今
後
、
町
が
抱
え
る
問
題
は
、
高
齢
者
単

独
世
帯
の
急
激
な
増
加
、
顕
著
な
少
子
化
、

人
口
の
減
少
、
障
が
い
者
の
増
加
な
ど
い
ず

れ
も
深
刻
な
問
題
ば
か
り
で
す
。
問
題
へ
の

特
効
薬
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
対
応
策
と
し
て

大
き
な
効
果
が
期
待
さ
れ
て
い
る
の
が
、
地

域
福
祉
の
推
進
で
す
。
人
は
誰
で
も
一
人
で

は
生
き
て
い
け
ま
せ
ん
。
少
し
の
間
で
あ
れ

ば
そ
れ
で
も
い
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
毎

日
の
生
活
や
災
害
な
ど
、
い
ざ
と
い
う
と
き

に
は
、
そ
う
い
う
わ
け
に
は
い
き
ま
せ
ん
。

　

自
分
が
住
む
ま
ち
で
、
い
つ
ま
で
も
安
心

し
て
暮
ら
し
て
い
く
た
め
に
、「
地
域
の
底

力
」は
文
字
通
り
大
き
な
支
え
と
な
り
ま
す
。

「
底
力
」
が
「
す
ぐ
〝
そ
こ
〟
に
あ
る
力
」

と
も
な
る
よ
う
に
、皆
さ
ん
一
人
ひ
と
り
が
、

ま
ず
は
身
近
な
方
へ
そ
の
目
を
向
け
て
み
ま

せ
ん
か
。

　

災
害
時
要
援
護
者
の
方
に
は
、
災
害
時
に

避
難
情
報
を
伝
え
た
り
、
安
否
確
認
や
避
難

誘
導
を
す
る
「
地
域
支
援
者
」
の
存
在
が
欠

か
せ
ま
せ
ん
。

　

地
域
支
援
者
は
、
原
則
と
し
て
要
援
護
者

の
近
隣
の
住
民
の
方
（
顔
な
じ
み
の
方
）
に

お
願
い
し
ま
す
が
、
こ
の
地
域
支
援
者
を
決

め
る
に
は
、
ま
ず
は
要
援
護
者
の
方
に
お
話

を
伺
い
ま
す
。
そ
し
て
町
が
民
生
委
員
・
児

童
委
員
に
適
任
者
を
推
薦
し
て
も
ら
い
、
地

域
支
援
者
に
な
る
方
か
ら
同
意
を
も
ら
い
決

定
し
ま
す
。

６月から民生委員・児童委員による訪問活動を行います

①台帳の申請・登録

②台帳登録
④書類の送付

⑦災害時
の支援

⑥声かけ、安
否確認、避
難時の支援

⑤必要な
情報の提
供

協力

③同意

災
害
時
の
支
援
体
制
の
取
り
組
み
事
例

災
害
時
要
援
護
者
支
援
制
度
と
訪
問
活
動

事
前
登
録
す
る
こ
と
で

災
害
時
の
支
援
に
活
用

鳩山町災害時要援護者支援制度のイメージ

戸
別
訪
問
活
動
に
よ
り

支
援
協
力
を
呼
び
か
け

６月から民生委員・児童委員による
訪問活動を行います

問い合わせ先一覧

災害時要援護者
（障がい者、高齢
者など）

近隣住民などの
地域支援者

警察署・西入間広域消防組
合・地域の自主防災組織、
児童委員・民生委員、町社
会福祉協議会など

鳩山町

　６月は、災害時要援護者訪問調査の重点
訪問期間です。すでに災害時要援護者支援
台帳に登録している方を対象に、登録内容
の確認と、要援護者を支援する「地域支援
者」への活動の呼びかけも行いますので、
皆さまのご協力をお願いします。なお、訪
問する民生委員・児童委員は必ず身分証明
書を携帯しています。ご心配の場合は町健
康福祉課（☎ 296-1241）にご確認ください。

■「地域福祉推進プラン」「災害時要援
護者支援制度」に関すること
⇒役場健康福祉課☎ 296-1241（FAX296-
3390）

■「お困りお助け隊事業」に関すること
⇒鳩山ニュータウン新自治会事務所
☎ 270-6657（毎週土曜日・午後１時～４
時の間）

■「はーとんカフェ今宿」に関すること
⇒町地域包括支援センター☎ 296-7700

地
域
で
支
え
合
う 

共
助
社
会
の
実
現
に
向
け
て

住
民
同
士
の
〝
き
ず
な
〟
の
あ
る
地
域
づ
く
り
へ

災害時要援護者支援台帳に
登録して（80 代女性）声

　民生委員さんの勧めで、去年の６月に登録し
ました。初めは自分の情報を他人に知られるこ
とに抵抗がありましたが、去る２月の大雪の際、
地域支援者の方が、２日間に渡り、一家で雪か
きをしていただいたおかげで孤立せずに済みま
した。
　支援者から気にかけていただいたことがうれ
しかったですし、制度のありがたみと、近所で
助け合うことを実感しました。普段でも何かと
声をかけていただき、安心感が増しています。

「地域支援者」の活動に

ご協力ください

○地域支援者は、どんなことをすればいいの？
（１）災害時には、要援護者のお宅に行き、安否確認、
情報伝達、避難誘導などを行っていただきます。
※災害時には、まずご自身などの安全を確保し、
できる範囲で結構ですので支援を行ってくださ
い。

（２）平常時には、「声かけ」などの見守り活動を行っ
てください。また、要援護者の方が何か困って
いることがあれば、町や民生委員・児童委員に
ご相談ください。

○地域支援者は、活動をする上で何に気をつければ
　いいの？
　支援以外の目的で、申請書に記載された個人情報、
支援活動上知り得た個人情報を他に漏らしてはいけ
ません。活動をしなくなった後も同じです。また、
申請書の写しは、関係者以外の方に内容を知られな
いよう厳重に保管してください。
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